
２πｒ通信 （２０２２年７月号） R4 /７/ 9  海老名精神保健福祉促進会 

    （本日は 10時半～12時定例会、午後 1時～高森先生のＳＳＴ学習会です。） 

     

理想や将来はいまはないものです。しかし、ああしたい、 

こうしたい、こうなりたいという希望を言葉にして設定する 

ことで、私たちは理想や豊かな将来に向かって歩いていくこ 

とができる。       （井上ひさし名言集より） 

 

［報告］ 

＊ 6月 11日午後、市障がい福祉課より石黒課長さん、ケースワーカー澁谷さんを定例会にお迎え 

して、約 1時間半懇談会を行いました。会員より質問、要望として、「本人が行ける所が結夢以外

に欲しい」「結夢に精神保健福祉士を配置してほしい」［福祉会館のｗｉｆｉの設備はいつできる

のか］「無料の福祉タクシーはというのはあるか」「精神障害担当のワーカーさんを増やしてほし

い」等が出、現状説明や案内（ガーデン号の利用など）をいただきました。又、課長さんの方から

グループホームの実際のニーズについて把握したいということで質問があり、会員それぞれが

個々の事情説明をしました。当事者の病状について深刻な悩みをワーカーさんに聞いていただき、

相談先を教えていただくなどアドバイスを頂いた会員もいました。 

   今回は、現場で日々当事者や家族と接して支援活動をして下さっているワーカーさんも見えて

下さり、具体的なお話ができてとても良かったと思います。（難しそうですが）今後ワーカーさん

全員の参加をお願いできればなおさらありがたいと思います。 

 

＊中新田に精神障がい者ＧＨ「にじのはし」が７月にオープンしました。6月最終週に内覧

会も行われました。2πｒから内覧会に参加したＡさんに報告して頂きます。  

＊先日海老名市広報に「2πｒへのお誘い」の原稿を提出しました。掲載は 9 月ごろでしょ

うか。  

＊「精神科特例」廃止の意見書を国に提出してほしいという趣旨で 6月に 2πｒから海老名

市議会に出した陳情書は残念ながら採択されませんでした。この法律のことを少しでも知

っている市議の方は一人もいませんでしたので、今回はまず議員さん達に知っていただき、

問題意識を持っていただくことだけでも意義があったと感じています。国の法律を変える

ためには、「みんなネット」や「じんかれ」など大きな組織と共に国に働きかけることが

必要ですよね 

 

［予定］ 

＊7/11（月）8/11（木）イオン黄色いレシートの日 黄レシートを 2πｒのボックスへ  

＊７/14（木）「市への要望書」連合会へ提出〆切 ⇒ 本日話し合います。   

 

＊8/2（火）じんかれん講演会 10:00～12:00 神奈川県民センター３０４会議室  要申込 

  「精神科医療・福祉への提言」について みんなねっと 事務局長 小幡 恭弘 氏 

＊大段さんの「命の料理教室」は 8，9月は夏休みとなります。 

 

８月定例会は ８月 1３日（土） 13:00～16:00   第 1、2 会議室  



2022年 2πr市への要望書     連合会提出 7/14 

 

１． 生きづらさを抱える、精神障がい者やひきこもっている人たちの相談支援を積 

極的に行ってください。 

 

国民の 30人に一人が精神科病院やクリニックに入院や通院をしていると言われて

います。また、ひきこもりの人達の中に、医療にはつながっていないけれども精神

疾患を抱えている人はかなりいるはずで、そういう人を含めると海老名市内の精神

障がい者は推定で４５００人～５０００人ぐらいいると思われます。 

 

（１）市内に、障がい者やひきこもりの人達の相談支援事業所を新たに数か所作って下さ

い。 

現在、精神障がい者の相談支援事業所として「びーな’ｓ」などがありますが、 

支援が必要な精神障がい者の人数を考えるととても足りません。 

 

なお新たな事業所には次のことが必要です。 

① 知識、経験豊かなスキルを持った専門スタッフがいる。 

② 事業所での相談支援と自分から相談に出向けない人に対してのアウトリーチ支

援（複数での他職種チームによる積極的な訪問）の両方を行う。 

③ 本人と共に家族の支援も行う。それぞれの困難状況（生き辛さ）に合わせた柔軟

な対応による伴走型支援を行う。 

④ 他機関との連携、協働を行う。 

 

（２）障がい者やひきこもりの人達の居場所（フリースペース）を作ってください。 

  

  家に閉じこもっている精神障がい者や、病院にはつながっていないが生きづらさ

を抱えひきこもっている人たちがたくさんいます。市内に、そういう人たちが気楽

に立ち寄れて、ホッと一息つくことが出来、そこで生活や就労の相談もできるよう

な居場所を作ってください。（現在、地域活動支援センター「結夢」がありますが、

１ケ所では全然足りません） 

 

 

２．市障がい福祉課の精神障がい担当のケースワーカーの数をもっともっと増やし

てください。 

 

現在、市の精神障がい担当ケースワーカーの数は 3名ですが、4500 人～5000人

いると推定される市内の精神障がい者人口に対しあまりにも少ないと言わざるを

得ません。精神障がい者本人や家族の相談を受け、生活上の助言をし、病院に繫げ

たり必要に応じて居宅訪問するなど、多岐にわたり様々な支援を行うケースワーカ

ーの仕事は、病気の特性から、個々の対象者それぞれに丁寧な対応が必要で、時間

もかかります。２πｒ内で「担当のワーカーさんに緊急に面談をお願いしたが、実

際対応してもらえるまで、かなり待たなければならなかった」などの声が挙がって

います。対象者一人一人に十分な支援を行うためには職員の増員が必須です。せめ

て最低でも一人は増員してください。 
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